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高温液体の物性（粘性や表面張力、比熱等）は、相転移
蓄熱材の開発や炉心溶融事故のシミュレーション等のた
めに必要とされます。高温液体は一般的に反応性が高い
ために比熱測定が技術的に困難でしたが、無容器法の一
種であるガス浮遊法をベースとし、高温液体の比熱を非
接触で測定する技術を開発しました。浮遊した物体が
冷却する際、放射率と比熱の 2 つが未知パラメータで
す。そこで、本手法では 2 種類の浮遊ガスを用いて試料

（2mm 程度）を浮遊させ、2 種類の冷却曲線を得ること
で 2 つの未知パラメータを決定し、比熱を導出します。
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ガス浮遊法を用いた高温液体の比熱測定技術の開発
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様々な解析モデルの開発並びにシミュレーションを通じ
て、原子力技術を安全・効率的に利用するための研究開
発を進めています。環境への負荷低減を目指した、高レ
ベル放射性廃棄物 (HLW) を核燃料サイクルの中へ閉じ
込める新型炉や HLW 発生量を低減する新型燃料などの
開発、原子力発電所の安全性・効率性向上を目指した、
事故事象に対するリスク評価指標の作成やリスク評価手
法の確立に向けた研究開発、また上記の評価精度や評価
効率向上を目指した、シミュレーションの高度化を進め
ています。
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社会と調和する原子力技術
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